
いどころ  ～まちの中に自分の居場所がある暮らし～ 

 
 

アリーナ建設に合わせまちの整備を行うことで三河安城のまちに人を集めたい。「糸どころ(駅前
広場)」「シーホースロード」「ツナグストリート」の 3 つの拠点を設定し、地域住民がまちなかに新
たな居場所を見つけることができるまちを目指している。また、まちなかに滞留空間を設けると共に
県道に集中していた賑わいを駅前やアリーナ方面にまで波及させることで地域全体を活性化してい
くことを期待している。  
【現状】 
(a) ポテンシャルを活かしきれていない 
(b) アリーナ開発予定 
(c) 目的地がない・滞在空間の不足 

【提案】 
(a) 駅前広場（糸どころ）の整備 
(b)シーホース三河のホームタウンの演出 
(c)「ツナグストリート」という新たな目的地の

創出 
 
 

【糸どころ】 
社会実験 

↓ 
駅前広場の計画検討 

↓ 
施工 

ワークショップ 
↓ 

広場運営 

【ツナグストリート】 
地域向け 

ワークショップ 
↓ 

社会実験 
↓ 

ハード整備の計画検討 
↓ 

ハード整備 

【シーホースロード】 
交通量調査 

↓ 
社会実験 

↓ 
道路整備 

↓ 
活用に向けた検討 

 
 

様式３ 

提案趣旨説明書 
〈作品タイトル〉 
 
 
 
〈提案の趣旨〉 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 2033 年(10 年後)：自分の居場所が見つかるまちへ 

提案のプロセス 

コンセプト【提案】 

▲ツナグストリートワークショップの様子 

▲キッチンカーで賑わうシーホースロード 

▲糸どころ（駅前広場）の様子 

居心地の良い空間と新たな目的地の創出により、駅を出た瞬
間のワクワク感の演出（糸どころ）や、シーホース三河ホーム
タウンとして楽しめる雰囲気づくり（シーホースロード）、地
域の賑わいの活性化や長く快適に滞在できる空間（ツナグス
トリート）の創出を行った。 
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